
■ インフラの復旧 

■ 事業再開 ：第二次・第三次産業 

■ 事業再開 ：第一次産業 

農　業╱被災前の産出額：約36億円

●上水道：平成29年3月までに全配水管の復旧予定（津波被災地
　を除く）、2行政区で通水済み
●公共下水道：避難指示解除準備区域で平成 29 年 3 月までに復
　旧予定
●常磐自動車道が全線開通（平成 27年 3月）
　国道 114号浪江インター以東国道 6号までの通行自由化
●町道の災害復旧、津波被災地の道路改良のため順次災害査定中

被災前の事業所数：約 1,000（商工会加盟約 630社）

被災によりすべてが一時営業中止

平成 25年 7月、 2 事業者が町内で初めて事業再開

平成 27 年 8 月現在、18 事業者（22 事業所）が町内で営業中
●企業誘致、工業団地の造成等の計画策定中

●水稲：平成26年より実証栽培を開始　
　全量全袋検査ですべて基準値以下　
　平成27年は販売を目指す
●野菜：平成25年より試験栽培を開始　
　全14品目で安全を確認
●花卉：平成26年より実証栽培を開始　
　これまでトルコギキョウやリンドウを市場出荷

漁　業╱被災前の漁獲量：2,300トン超
●請戸漁港の復旧は、平成28年3月までの完了を予定
●相馬双葉漁協は、魚種・漁場を限定した試験操業中

復旧済
約 60％

再開済
35％

上水道の復旧率

事業者の営業再開率

（　　　　　　　）商工会加盟の事業所
町外での再開を含む

花のまち
実現化事業

新しい水産業
のデザイン
実現化事業
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谷津田谷津田

小野田小野田

田尻田尻

加倉加倉

苅宿苅宿 酒田酒田

立野中立野中
立野下立野下

立野上立野上

樋渡・牛渡樋渡・牛渡
高瀬高瀬

上ノ原上ノ原
川添北川添北

佐屋前佐屋前

川添南川添南

西台西台

藤橋藤橋 北棚塩北棚塩

南棚塩南棚塩

請戸北請戸北
請戸南請戸南

両竹両竹 中浜中浜

北幾世橋北北幾世橋北

北幾世橋南北幾世橋南
幾世橋幾世橋

権現堂
1～8区
権現堂
1～8区

除染終了

着手済

発注済

帰還困難区域

浪江町の歩みと現況
震災から4年半、町の復旧・復興および
町民の生活再建の歩みをまとめました。

復興推進課 　　0243（62）4731

■ 除　染 

実施率：除染対象の面積等に対する一連の除染行為が終了した面積等の割合（環境省ホームページより）

平成 27年 8月末時点

● 環境省による本格除染は平
　成25年11月に開始
●除染実施対象区域（帰還困
　難区域を除く）の全34 行政
　区で発注済み。うち３行政
　区で除染完了、18 行政区
　で作業中。

■ 災害廃棄物の処理 
● 災害廃棄物（がれき等）の総量は 28.9 万トン
　 選別を進め、仮置場へ搬入中
●被災船舶は撤去済み、被災車両（約1,000台）は順次撤去中
●被災建物は順次解体・撤去中

宅地 農地 森林 道路

実施済
19％

実施済
18％

実施済
34％

実施済
41％

沿岸部の災害廃棄物の
収集・運搬・選別業務
の進捗

可燃物を燃やして減容化する仮設焼却施設
（平成27年7月稼働開始、300トン／日）

終了
約 90％
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ホールボディカウンター

■ つながりの維持
復興支援員の配置、交流会の開催、交流館の設置
● 1府9県に約30名の復興支援員を配置
●全国に避難している町民への訪問活動など、一人ひとりに寄り添う支援
●県内３か所に交流館を開設、さらに県内外で交流会を開催

タブレット端末を利用した「きずなの維持」
● これまでに約6,500台を配布
●町民の声を聞いて開発したオリジナルアプリ（なみえ新聞など）で、
　高い利用率を実現
●活用促進と交流を兼ねて、県内外で講習会を多数開催

「浪江のこころ通信」（町民へのインタビュー連載）
● 福島県内外に分散避難した町民の思いをつなげる
●「広報なみえ」に綴じこみ、これまで延べ約300人（家族）が登場

浪江町タブレット
キャラクター

「うけどん」

■ 健康管理 

■ 学校教育

放射線による健康被害の未然防止、健康不安の軽減

町内６つの小学校と
３つの中学校に約1,700人

避難先の全国350の小学校と
220の中学校に約1,340人

平成 24年 4月：町独自にホールボディカウンターを導入、内部被
　　　　　　　　ばく検査を開始
平成 24年 6月：全町民に「放射線健康管理手帳」を交付、全世帯に
　　　　　　　　電子線量計を配布
平成 24年度～：甲状腺検査を開始（福島県が実施しない年に実施）
平成 25年度～：バッジ式積算線量計の貸出しによる外部被ばく線
　　　　　　　　量測定を開始

●平成23年8月に浪江小・浪江中が再開（二本松市内）
●平成26年4月に津島小が再開（浪江小と合同授業） 3校あわせて現在35人が在学中
●平成24年度、浪江小に郷土を愛する心を育む「ふるさとなみえ科」を創設

●仮設診療所（二本松市内、浪江町内）の開設
●医療機関等との連携・協力
●巡回訪問相談の実施（孤立防止、外出支援、心のケア）
●放射線基礎セミナー、放射線に関する講習会などの開催
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ADR申立て記者会見

■ 住まいの再建

仮設住宅に 約 3,300人（約1,800戸）　
借上住宅に 約 5,400人（約2,740戸）

不安定な住環境の
改善が急務

福島県が整備するもの
約2,000戸（他町共用含む）

市町村との協定に基づくもの
約120戸

浪江町民向けの復興公営住宅

● 平成 26年 12月から一部で入
　居開始。
●二本松市、南相馬市、いわき市
　の公営住宅を核に、町外コミュ
　ニティを整備。

●桑折町で完成、本宮市で建設中。

■整備戸数　■入居決定　■入居開始

約 2,100

約 800

155

■ 賠償請求支援 

未請求者支援

複雑で損害項目が多岐にわたる賠償請求の支援

被害の実態を訴える行動

原発事故による避難の被害実態を明らかにし、
町民一律賠償を求める

●完全未請求者支援 : 仮払いも含め一度も賠償請求していない
　町民への意向調査、請求状況調査（本人聞取り）、訪問など。
●請求弱者（高齢者）等支援 : 高齢者など請求が困難な町民への
　意向調査、請求状況の調査を踏まえ、東電とともに訪問支援
　を実施。平成27年度は75歳以上の単身世帯（避難前からの
　単身者等）を対象に事業開始。

●原賠審の現地視察 : 賠償の指針を制定する「原子力損害賠償紛争審査会」の現地視察を実現（平
　成25年6月）。避難長期化を踏まえ、再度の現地視察を求める。
● ADR 集団申立て : 町が町民 15,000 人以上を代理し、原子力損害賠償紛争解決センター
　（ADR センター）へ和解仲介を申立て。訴えの一部が認められ、慰謝料を一定額加算する和解
　案が示された。町は申立人の同意を得て和解案を受諾。和解成立に向け、仲介委員と町で東京
　電力に受諾するよう鋭意交渉中。

浪江町の歩みと現況



���

復興拠点を足がかりに
段階的に整備地域を拡大
復興拠点を足がかりに
段階的に整備地域を拡大

浪江町全体
の復興拠点

谷津田谷津田

小野田小野田

田尻田尻

加倉加倉

苅宿苅宿

酒田酒田

牛渡牛渡

樋渡樋渡

高瀬高瀬

酒井酒井

川添川添

西台西台

藤橋藤橋

棚塩

請戸

両竹 中浜

北幾世橋北幾世橋

幾世橋幾世橋
権現堂権現堂
浪江駅

当面の「復興拠点の中心」に
つくるコンパクトシティ

地域スポーツセンター
復旧中

JR常磐線 浪江～仙台間
平成29年3月開通予定

交流・情報発信拠点施設
整備予定

公営住宅および
防災集団移転先を整備予定

「いこいの村なみえ」
町民の休憩・滞在施設
として整備予定

浪江町役場
一部機能が復帰済み

町営大平山霊園
完成済み

　住 ま い
　●災害公営住宅、雇用促進住宅
　●防災集団移転

　生活の場
　●既存の中学校を利用した
　　教育・子育て施設
　●役場周辺に医療・福祉・介護施設
　●住宅に隣接した仮設商業施設

　働く場・交流の場
　●交流・情報発信拠点の新設
　●町内で18事業者が再開済み
　●多様な業種の事業再開を働きかけ

水稲実証栽培
実施中

●

当
面
の
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、

既
存
施
設
の
利
用
可
能
性
や
仮
設
店

舗
の
建
設
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
運
営
に
は
、
営
業
再
開
し
た
い

と
い
う
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
力
を
合

わ
せ
て
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

●

学
校
教
育
も
同
様
に
、
子
供
た
ち

が
帰
っ
て
き
た
と
き
い
つ
で
も
再
開

で
き
る
よ
う
、
浪
江
東
中
学
校
を
利

用
し
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
集
約

す
る
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
《
避
難
指
示
解
除
に
つ
い
て
》

　避
難
指
示
解
除
に
関
す
る
有
識
者
に

よ
る
検
証
会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。

放
射
線
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な

専
門
家
の
皆
さ
ん
の
知
見
を
集
め

て
、
帰
れ
る
状
態
か
ど
う
か
を
検
証

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国
の
除
染
が

遅
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
復
旧
作
業

が
ず
れ
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

た
め
、
現
地
調
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
会
議
で
一
定
の
方
向
性
が
出
た

後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
よ

く
伺
い
、
最
終
的
な
判
断
に
つ
な
げ

ま
す
。
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
予
定
ど
お
り
来
年
3
月

に
今
後
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
を
目

標
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
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復興拠点を足がかりに
段階的に整備地域を拡大

谷津田

小野田

田尻

加倉

苅宿

酒田

牛渡

樋渡

高瀬

酒井

川添

西台

藤橋

棚塩棚塩

請戸請戸

両竹両竹 中浜中浜

北幾世橋

幾世橋
権現堂

復興祈念公園
建設予定

災害廃棄物の
仮設焼却施設
稼働中

海岸堤防
復旧中

請戸魚港
復旧中

浪江町の歩みと現況

■ 復旧・復興の道すじ 

平成 29 年 3 月の避難指示解除を想定
（9 月 30 日「有識者による検証委員会」が
発足、平成28年3月に見通しを示す予定）

《人の復興》
全町民の
暮らしの再建

発災～
平成26年3月

緊急復旧期

平成26年4月～　
　　平成29年3月

復旧実現期

全町民の生活安定を実現
県外・県内各地域居住者
への継続的な支援など

ふるさとの再生を本格化
除染やインフラ復旧の本格
実施、町内での復興拠点への
住宅・生活関連サービスの

集約整備など

平成29年4月～  
　　平成33年3月

本格復興期

《町の復興》
ふるさと
なみえの再生

避難生活の
早急な改善

ふるさとの
再生に着手

全町民の幸せな
暮らしの実現

ふるさとの再生
を実現

　
《
復
興
拠
点
の
ま
ち
づ
く
り
》

　復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、
避
難

指
示
解
除
後
、
徐
々
に
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
浪
江
町
民
の
ほ
か
、
新
し
く
移

り
住
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
含
め
て
、

当
面
の
町
内
人
口
を
五
千
人
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

●

若
い
世
代
の
た
め
に
も
、
就
労
の

場
の
確
保
は
必
須
で
す
。
既
存
企
業

の
事
業
再
開
を
後
押
し
す
る
優
遇
策

や
、
浪
江
町
が
持
つ
可
能
性
（
新
農

業
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）
を
引

き
出
す
企
業
誘
致
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

●

双
葉
町
と
の
境
に
建
設
が
決
ま
っ

た
復
興
祈
念
公
園
は
、
浪
江
だ
け
で

な
く
地
域
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
よ
う
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
の

併
設
も
あ
わ
せ
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

●

も
う
ひ
と
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

「
交
流
・
情
報
発
信
拠
点
」
の
施
設
も
、

検
討
委
員
会
が
発
足
し
て
準
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
「
浪
江
の
魅

力
」
を
発
信
し
て
い
く
拠
点
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●

津
波
被
災
地
に
つ
い
て
は
、
土
地

利
用
計
画
を
改
め
て
検
討
し
、
農
業

の
再
生
と
あ
わ
せ
て
様
々
な
産
業
配

置
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

●
「
町
の
顔
」
で
あ
る
浪
江
駅
前
の
再

生
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
に
順
次

ス
マ
ー
ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

作
る
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
太

陽
光
の
利
用
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
自
足
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
《
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
》

　帰
り
た
い
方
が
い
つ
で
も
帰
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
、
災
害
公
営
住
宅
・
賃

貸
住
宅
・
分
譲
地
の
早
期
竣
工
と
と

も
に
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
目
指

し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
準
備
は
す
で
に

始
ま
っ
て
お
り
、
課
題
は
ソ
フ
ト
面
、

つ
ま
り
運
営
主
体
の
確
保
に
移
っ
て

い
ま
す
。

●

帰
還
の
大
前
提
と
な
る
医
療
・
介

護
・
福
祉
施
設
は
、
役
場
隣
の
第
二

体
育
館
を
解
体
し
、
診
療
所
を
整
備

す
る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。
医
師
、

看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
専
門
人

材
が
必
要
で
す
が
、
個
人
病
院
の
先

生
方
は
高
齢
の
方
も
多
い
た
め
、
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
民
間
に
委
託
し

て
い
く
形
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

浪
江
町
の

本
格
復
興
に
向
け
て
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